
子育てには
さまざまな負担感が―

子育ては多くの喜びをもたらしますが、
次のアンケート結果が示すとおり、さま
ざまな負担感も伴います。

保護者などが感じる負担はそれぞれ
異なりますが、増加する虐待件数や子
どもの貧困などの問題もあることから、
子育てを社会全体で支える必要性が高
まっています。このような背景の下、本
市および関係団体は全力で「こどもたち」
を応援することを宣言しました。 奇

跡
の
連
続
で
生
ま
れ
て
く

る
命
。
命
が
け
の
出
産
を

経
て
や
っ
と
会
え
た
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
い
た
と
き
、
こ
の
上
な
い

幸
せ
を
感
じ
る
も
の
。

愛
お
し
い
我
が
子
の
育
児
は
、

２
・
３
時
間
お
き
の
授
乳
や
お

む
つ
替
え
、
夜
泣
き
を
す
れ

ば
泣
き
止
む
ま
で
あ
や
す
な
ど
、

小
さ
な
命
を
守
る
た
め
毎
日
24

時
間
必
死
で
、
悩
み
、
時
に
は

つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

小
牧
希
美
さ
ん（
下
川
東
在

住
）
は
、
９
月
に
次
男
の
桜
久

さ
ん
を
出
産
し
、
現
在
育
児
休

暇
中
で
す
。
夫
の
祐
介
さ
ん
は

育
児
に
積
極
的
で
す
が
、
起
業

し
て
日
が
浅
く
、
夜
遅
く
に
帰

宅
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
保

育
園
か
ら
帰
宅
し
た
２
歳
の
長

男
・
桜お

う

史し

郎ろ
う

さ
ん
と
生
後
間
も

な
い
桜
久
さ
ん
を
見
な
が
ら
家

事
を
こ
な
す
こ
と
は
困
難
で
、

市
内
に
暮
ら
す
母
親
が
頻
繁
に

手
助
け
に
来
て
い
ま
す
。
サ

ポ
ー
ト
を
心
強
く
思
う
一
方
で
、

「
日
常
的
に
親
へ
大
き
な
負
担

を
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
」と
い

う
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
日
々

育
児
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

減
り
続
け
る
日
本
の
出
生
数
。

少
子
化
は
未
婚
率
の
上
昇
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

り
ま
す
が
、
国
は
母
親
に
育
児

が
集
中
す
る「
ワ
ン
オ
ペ
育
児
」

な
ど
社
会
全
体
の
構
造
・
意
識

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
現
状
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
本
市
で
は
、
育

児
や
保
育
に
関
す
る
経
済
的
負

担
や
仕
事
と
の
両
立
に
よ
る
時

間
的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
の
※
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※�

本
市
の
子
育
て
支
援
策
の
詳
細
は
、

本
紙
10
月
号
で
特
集
。
合
わ
せ
て

一
読
く
だ
さ
い

ま
た
、
市
内
で
は
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
サ
ー
ク

ル
、
子
育
て
支
援
団
体
な
ど
、

子
育
て
世
代
に
寄
り
添
っ
た
活

動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
が
充
実
す
る
一
方
で
、

子
育
て
に
負
担
を
感
じ
な
が
ら

も
周
り
に
頼
る
こ
と
に
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し

て
、
助
け
を
求
め
る
一
歩
を
踏

み
出
せ
な
い
人
も
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
、
子
育
て
期

間
中
で
特
に
負
担
が
大
き
い
と

い
わ
れ
る
乳
幼
児
期
に
焦
点
を

当
て
、
当
事
者
や
支
援
団
体
の

声
を
聞
き
、
専
門
家
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
本
特

集
に
よ
り
、
子
育
て
中
の
人
も

そ
う
で
な
い
人
も
現
状
を
知
っ

て
も
ら
い
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
た
め
に
自
分

に
何
が
で
き
る
か
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
秘
書
広
報
課

☎
23‒

３
１
７
４

子どもや子育て中
の皆さんが気兼ねな
く支援制度やサービ
スを利用できるよう、
あらゆる場で、年齢・
性別を問わず全ての
人が、子育てを応援
する社会の実現を目
指して取り組んでい
ます。

～こどもまんなか
　応援サポーター宣言～

全
て
の
人
が
子
育
て
を

　
　
応
援
す
る
ま
ち
に
―こども部（左から）

甲斐 柚
ゆ う か

花 技師、田原 菫
すみれ

 技師

小牧 希
のぞ

美
み

さん、桜
さ

久
く

さん

特集 SPECIAL　FEATURE

子育て（家事・育児）に関して、
負担に思うことは何ですか？

子育てに出費がかさむ 55.6％

自分の自由な時間が持てない 46.0％

子育てによる精神的疲れが大きい 43.1％

子育てによる身体の疲れが大きい 42.6％

子どもが病気のとき 33.0％

仕事が十分にできない 16.3％

夫婦で楽しむ（過ごす）時間がない 16.3％

負担に思うことは特にない 8.7％

子育ての大変さを身近な人が理解してくれない 6.9％

その他 1.6％

Q

資料：令和２年度少子化に関する国際意識調査

複数回答可
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平
成
30
年
４
月
に
中
心
市
街

地
中
核
施
設M

ま

る

ま

る

allm
all

内
に

開
設
し
た
子
育
て
世
代
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
れ
ぴ
か
」。

今
年
９
月
に
は
来
館
者
が
40
万

人
に
達
す
る
な
ど
、
子
育
て
世

代
の「
憩
い
の
場
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
利
用
者
さ
ん
が
、
少
し
で

も
甘
え
ら
れ
る
時
間
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
」
と
語
る
の
は
、
セ

ン
タ
ー
長
と
し
て
尽
力
し
て
い

る
児
玉
恵
子
さ
ん
。
利
用
者
か

ら「
家
族
に
も
話
せ
な
い
悩
み

事
が
相
談
で
き
る
」
ほ
ど
の
信

頼
が
寄
せ
ら
れ
る
ま
で
、
親
身

に
寄
り
添
っ
て
き
ま
し
た
。
子

育
て
の
悩
み
は
ミ
ル
ク
や
睡
眠
、

ト
イ
レ
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の

選
択
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
児
玉
さ
ん
は「
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
職
員
や
他
の
利
用

者
さ
ん
と
共
有
し
て
、
少
し
で

も
楽
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
す
。

一
方
で
、
児
玉
さ
ん
は「
子

育
て
支
援
施
設
な
ど
を
利
用
し

な
い
人
が
困
難
に
直
面
し
た
際

に
、
支
援
の
手
が
届
き
づ
ら
い

可
能
性
が
あ
る
」
と
危
惧
し
ま

す
。
ぷ
れ
ぴ
か
で
は
初
め
て
の

利
用
者
に
も
気
軽
に
来
館
し
て

ほ
し
い
と
、
未
利
用
者
の
子
育

て
世
帯
を
対
象
に
し
た
行
事
な

ど
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

「
ぷ
れ
ぴ
か
は
、
寄
り
か
か
っ

て
も
良
い
場
所
」
と
語
る
児
玉

さ
ん
。
柔
和
な
笑
顔
に
安
心
感

が
あ
り
ま
し
た
。

問
☎
36-

５
８
５
８

子育て世代活動支援センター　ぷれぴか
（子育て支援センター）
センター長　児玉 恵子 さん

利用者の皆さんが
甘えられる場所として―

子
育
て
を

　
応
援
す
る

　
　
人
た
ち
が
い
ま
す

約10年前、「一人で悩んでいる
ママに寄り添い、育児の不安を
軽減したい」との思いから助産
師５人で本団体を結成し、本業
との“二足のわらじ”で育児サーク
ルの活動を始めました。今では、
栄養士や保育士、理学療法士な
どの皆さんからも取り組みの趣
旨に賛同を得て、地域ぐるみで
専門性を生かした育児支援を行
うとともに、仲間づくりの場とし
ても喜んでもらっていると感じて
います。

活動は月に１回、赤ちゃんと一
緒に楽しめる音楽会や親子コミュ
ニケーション講座、産後ケア、
育児相談、親子遊びなどを市内
の各会場で開催。また、音楽家
や歯科衛生士などの利用者さん
が自らの専門性を生かした講座
を行うなど、活動の幅が広がっ
ています。育児中の不安や悩み、
健康管理、家族のことなどの相
談から、誰かの話に耳を傾ける
だけなど、「五華」での過ごし方
は人それぞれ。みんなで輪になっ
て子育てしましょう。

問☎ 090-5674-3118（上原）問☎ 090-9781-5327（本郷）問☎ 090-8357-0043（小林）

助産師や心理士、保育士など
が専門性や子育て経験を生かし、
アットホームな雰囲気で保護者
や子どもの成長に寄り添った活
動を行っています。

活動は週２回、県営都北団地
集会所を開放し、親子が好きな
時間に来て遊んだり、ランチ会
や勉強会などのイベントに参加し
たり、利用者同士交流しながら
も思い思い自由に過ごせるように
していて、スタッフは専門的な相
談やケアにも応じています。

子どもが小さいうちは、家に閉
じこもりがちになり孤独を感じて
しまうこともあります。利用者さ
んの中には「大人と話せるのがう
れしい」「思い切って来てみたら
子育てが楽になった」と喜ぶ人も
いて、スタッフや他の利用者さん
と話をすることで心が軽くなって
いく様子を見るとうれしくなりま
す。話すのが苦手な人や心や身
体がつらい人のために、電話相
談にも応じています。助け合いな
がら、一緒に楽しく子育てしましょ
う。

自身の子育て中に、友人と育
児の情報交換をする貴重な時間
でも、子どもが騒ぐと周囲の目
が気になってしまう状況に窮屈さ
を感じ「仕切られたスペースで気
兼ねなく話ができる居場所を作
りたい」との思いで、本団体を
設立しました。

活動は月２回程度、市内の各
会場で、親子体操やみそづくり
など、利用してみたくなる講座を
企画し開催。市外から転入して
きた人も気軽に参加できるようＳ
ＮＳで情報発信し、オンライン
で申し込みができるウェブサイト
も運営しています。

子育て奮闘中は自信をなくす
ことも多いですが、活動に参加
した人がスタッフや他の利用者さ
んとの何気ない会話で、今の自
分を肯定するきっかけにしてほし
いと思っています。設立して10年、
利用者をはじめ“想い”に共鳴した
人から「自分の地区でも同じよう
な場所を作りたい」と相談され
ることもあり、優しさが社会に循
環しているようでうれしく思います。

子
育
て
サ
ロ
ン
あ
い
あ
い

本
郷 

真ま

基き 

さ
ん

助産師による子育て応援団「五
い つ か

華」
（左から）濵松 美保 さん／
上原 えりこ さん／西迫 佳恵 さん

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
～
こ
ど
も
に
も

マ
マ
に
も
や
さ
し
い
時
間
を
～

小
林 

隆
子 

さ
ん

いろいろな人と
つながり、みんなで子育て

みんなで話をすることで
心が開放される場所を—

ポジティブな気持ちで
育児ができるお手伝いを—

　
市
内
に
は
、
子
育
て
を
応
援
す
る
施
設
や
サ
ー

ク
ル
、
団
体
な
ど
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。「
全
力

で
パ
パ
や
マ
マ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
思
い
を
共

に
す
る
皆
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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子どもたちの成長と仕事の成功、共に歩む

藤髙 未紗 さん　株式会社フジタカデザイン 

10数年前、離婚を機に働いていた会
社を辞めて宮崎市内のデザイン学校に通
い始めました。当時、子どもは３歳と１
歳でしたが、両親や周囲の協力があって
挑戦できたことが今につながっているの
で恩返ししていきたいです。現在は会社

の代表としてスタッフ８人を率いる立場。
仕事に励みながら子どもとの時間を大切
にしてきた経験から、休みを取りやすい
社風やリモートワークができる体制で、
スタッフが家族や自分の時間を大事にし
ながら働けるようにしています。

みやこのじょうの
子育て事情は？

育児休暇により、子どもの成長の過程に立ち会えた
昨年12月に双子の男の子を授かりま
した。初めての子育てで双子を育てるこ
とに対し夫婦ともに大きな不安があった
ことや、育休取得経験がある先輩男性社
員の後押しもあり、思い切って"半年間"
の育児休暇を取得しました。成長の早い

新生児期。育児休暇のおかげで息子たち
が初めてハイハイやおすわりをする瞬間
に立ち会う“かけがえのない経験”ができ
ました。子育ては毎日が慌ただしく睡眠
時間が取れないこともあり苦労も多いで
すが、夫婦で頑張っています。

松下 正儀 さん　霧島酒造株式会社

子育て中の皆さんや子育ての先輩など
にインタビューを行いました。子育てに
関する考え方も多様化する昨今、幅広い
人たちの声を聞いてみませんか。

参加することでつながる人の輪
谷川 梓

あずさ

さん（斗
とう

哉
や

さん・８カ月）

大阪から移住し、子育てに不安でし
たが、近所の保育園が開く相談会で子
育てサークルの活動を知りました。参
加してみると、知り合いが増えるだけで
なく、スタッフや利用者さんと話すこと
で息抜きや情報交換の場にもなってい
るので、いろんな人に紹介しています。

大家族で楽しく子育て
川畑 清香さん・文太さん（依

い
都
と

さん・１歳）
ほか家族の皆さん

祖父母の跡を継ぎ、和牛農家をしています。日頃から
両親や祖父母がそばで子育てを支えてくれる安心感は、大
家族ならではです。また、時には和牛ヘルパーに牛の世話
をお願いして家族旅行なども楽しんでいます。

まちの人の優しい声掛けに救われています
小牧 祐介さん・希美さん（桜史郎さん・２歳、桜久さん・１カ月）

自己主張が激しくなる
“イヤイヤ期”の長男との
外出。道ですれ違う人が
声を掛けてくれたり、病
院の待ち時間に息子をあ
やしてくれたりと、周囲
の皆さんの心遣いを感じ
るたびに気持ちが楽にな
ります。

子育てしやすい未来に向けて
南九州大学人間発達学部子ども教育学科４年

（左から）清原 綾乃さん、佐藤 美咲さん、
桐野 恋歌さん

大学で「こどもまんなか都城」をテーマに、
子育てしやすい未来を作るためのアイデアを考
えてきました。デジタル技術を活用することで、
今より気兼ねなく子育て支援を受けることがで
きると思います。卒業後は、生まれ育った都城
で子どもや保護者に寄り添える児童指導員や
保育士になりたいです。

安心して子育てできる職場環境
宮原 玲奈さん

（紅
く

蘭
らん

さん・９歳、蒼
あ

恋
れん

さん・６歳、瑠
る

杏
あん

さん・４歳）

育児や介護など誰しも大変な時期がありますが、互いに
仕事をフォローし合える職場なので安心して子育てができ
ています。誰かが大変な時は私も支える側になって恩返し
したいです。

職場で親しくしていた子たちがママになったことがきっかけ
で、仕事と子育ての両立を何とかサポートしたいと思いました。
今では悩みを聴いたり、外出時には一時的に子どもを預かっ
たり、実の娘や孫と同じようにかわいがっています。

安心して利用できる場所がある
竹下 歩さん（芭

いろは

さん・２歳、旺
あさひ

さん・１歳）

ぷれぴかには赤ちゃんコーナーがあるので、上
の子が乳児のときから安心して利用しています。
先生たちに下の子を見てもらっている間、上の子
とゆっくり接する時間を作れるのでありがたいです。

愛情に限度はありません　内山 奈々江さん（孫さんら）

ママ友の共感が
支えです
川辺 佳奈子さん

（一
いっせい

晴さん・６カ月）

埼玉から移住し初め
ての育児で不安もあり

ましたが、ぷれぴかで出会った先輩ママや
同じ月齢の赤ちゃんがいるママと悩みを共有
して、気分転換しています。
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最近は、赤ちゃん健康相談へ
の父親の参加率が高まるなど、
育児に対する意識の変化を実感
しています。一方で、子育てに
さまざまな選択肢があるが故に、
迷いや不安を抱えることもある
かと思います。保健センターで
は産前・産後サポートなど、各
家庭の状況に応じた子育て支援
に取り組んでいます。
問 保健センター　☎36-5661

保
健
セ
ン
タ
ー

井
上 

志
保 

副
課
長

思
い
よ
届
け

全
て
の
人
が
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子育ての輪を広げる｜
　時代とともに変化する家族の形や子育てのスタイル。正解が無いからこそ誰もが
迷い悩むのが「子育て」なのかもしれません。この時代の子育てに必要な視点とはど
のようなものなのでしょうか。それぞれの立場から子育てに向き合う２人にインタ
ビューを行いました。

市では、Mallmall内にある保健センターで乳幼児健康診査などを実施するとともに、市内各地区にある子育
て支援センターでのサポートやファミリー・サポート・センター、病児・病後児保育の利用助成などを行ってい
ます。それぞれに合ったサービスをぜひ活用ください。

⚫子育て支援センター
親子の交流や子育て相談、催しなどを通し

て子育てを支援する施設。本紙では、毎月の
行事などを「子育て支援センター　今月のオ
ススメ行事」で紹介。今月は17ページに掲載
しています。

⚫ファミリー・サポート・センター
子どもの送迎や預かりなどを行う事業。市

が利用料の一部を助成していて、利用会員数・
活動件数ともに年々増加しています。

⚫病児・病後児保育
体調不良の子どもを保護者が就労などで保育できない際に、一時的に保

育する制度。市では、今年10月から利用料の助成を開始しました。

※�子育て関連サービスについて詳しくは、都城市子育て応援総
合サイト「はぴみやこんじょ」を確認ください

家族形態が多様化し、家庭ごとに支
援ニーズが異なる現代では、子どもや
その家庭と周りにいる人たちがつなが
り、必要な時に必要な支援へ手が届く
ことが求められます。一方で、支援す
る側とされる側が二極化し、支援する
側が負担を感じたり、支援される側が
心苦しさを感じたりすることのない社
会をつくっていく視点も必要です。

子育てが大変なときは、行政や地域
の支援を頼るのはもちろんですが、パー
トナーや家族とお互いの状況や子育て
についての価値観を話し合うことも大
切です。仕事などさまざまな事情で子
どもと接する時間が十分に取れないこ

かつては「名付け親」「育ての親」
などと呼ばれる人が地域にいて、みん
なで子どもを育てる雰囲気がありまし
たが、現代ではそれが希薄になってい
るように感じます。

一方で、働きながら子育てをする保
護者にとっては、時代とともにさまざ
まな支援サービスが充実してきました。
ただし保護者目線のみの施策ではな
く、子ども目線で、子どもの幸せを願
う視点の施策になっているかが重要だ
と考えています。子育てでは、何ごとも

「子どもの幸せ」という軸がぶれてはい
けません。ただ、子育ての免許や資格
なんて誰も持っていませんし、マニュア

とに負い目を感じる人もいますが、そ
の必要はありません。大切なのは一緒
にいる時間の長さではなく過ごし方で
す。子どもは親をよく見ていますから、
向き合っていれば思いは伝わります。
同時に、保育園などの先生や地域の人
など親以外の大人とつながることでも
子どもは充足感を得られます。

幼少期の家族や社会の在り方は、大
人になったときの考え方や価値観の形
成に大きく影響を与えます。次の世代
のためにも、子どもたちの目に映る家
族像・社会像がより良いものであるよ
うにまち全体で子育てに取り組んでい
きましょう。

ルもありません。子育ては、子どもの
成長を願い育てながらも、保護者自身
の個の成長でもあります。

また、子育てをしている当事者だけ
でなく、子育てをしていない人も「自分
には無関係」ではなく、子どもや子育
て世帯のことを「知ろう」とすることが
大切です。自ら知ろうとすることで「気
づき」が生まれ、それが広がることで
少しずつ社会は変わっていきます。こ
ども家庭庁が発足し「こどもまんなか
社会」がうたわれる今、子どもや子育
て世帯に対して温かいまなざしが社会
全体に広がるようにみんなで考えてみ
ませんか。

南九州大学人間発達学部
子ども教育学科准教授
藤本 朋美 さん

相愛保育園
園長
高木 かおる さん

支え合って助け合って子育て

「子育て」は個も育てる　一緒に成長しましょう  

①ぷれぴか、②山之口地域子育て支援センター、③東部地域子育て支援センター　エンゼル、④⑤保健センター
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